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0恩給 法の 一部を 改正する法律 附員lj第24条第5
項 及 び第1 1項の服務 期間等並びに 同 法 附則第
43条の 2第l項の外国特殊機関の職 員を 定 め




等からの年金の額の 改定に 関する法律施行 令
の一部を 改正する政令( 174)
0日本学 校安全会 法鳩行令の一部を 改正する政
令（ 20 8)
o国家公務 員共済組合 法lこよる 年金の額の改定
に関する政令を廃止する政令（ 2 10)
府 令
0思給給与細則の 一部を 改正する 総理 府令（総
理 34)
0恩給法等の一部を改正する 法律の施行に 伴う








事院 9 - 17) 
告 示
0昭和 51年度に おい て社会教育主事の講習を行
う機関 ， 講習の期間並びに受講者の人数 及 ぴ
選定の 方法等を 告示（文部120)
0大学 の設置等の認可申請に 係る書類の様式 及
び提出部数の一部を改正する件（同 12 9)
学 内 規 則
富山大学文理学部規則の一部改正
富山大学 文理学 部規則の一部を 改正する規則を次のとおり 制定する。
昭和51年7 月27 B 
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昭和51年6 月 ・ 7月 号 学
報
富山大学文理学部規則の一部を改正する規則
富山大 学 文理 学部規則（ 昭和26年 9月 7日制定 ）の 一部を次のように 改 正する。
別表 （ 1) 理 学科の表 中 ， 生物学専攻の項を次の ように改 める。
専 攻 科 目 関 連 手ヰ 目
0必修科目 6 1単位 0必イ｜妻科目 10単位
細 胞 且寸ιー 2単 位 物 理 学 概 論 5単位
遺 子Aん 2 II 化 学 概 圭”ιll1l 5 II 
系 統 品子丸ユ 3 II 0選択科 目 2単位
生 動 物 形 態 学 1 II 次の科 目の うちから 選択す る
発 生 学 2 II 1也 学 概 苦岡ム町U 5単位
植 物 形 態 学 1 II 天 然 物化 学 2 II 
動 物 生 理 学 3 II 
植 物 生 理 学 3 II 
生 肯lg 学 3 II 
公 書 科 学 II 
陸 水 学 2 II 
放 射 線 生 物 学 1 II 
物 細 胞 学 実 験 2 II 遺伝 学 実 験 2 II 
発 生 学 実 験 2 II 
動 物形態学 実 験 2 II 
植 物形態学 実 験 2 II 
系 統 学 実 験 2 II 
生 浬 学 実 験 4 II 
生 態 学 実 験 2 II 
陸 水 学 実 験 2 II 
学 臨 海 実 験 2 II 卒 業 さ日きム岡 文 15 II 
0 選択科目 10単位
次の 科 目の うちから選択す る
生 物 学 概 論 5単 位
形 態 学 特 論 2 II 
系 統 学 特 論 2 II 
動 物 生理 学特論 1 II 
植 物 生理学 特論 1 II 
実 験 形 態 学 1 II 
専 細 胞組織 分化 学 1 II 
細 胞 学 特 論 1 II 
｛放 生 物 学 1 II 
生 化 且寸aー． 2 II 
生 体 高分子 学 2 II 
応 用 生 物 学 1 II 
海 洋 生 物 学 1 II 
高山 生 物 学 1 II 
気 象 調 節 学 1 II 
攻 環 境 生 物 学 1 II 
実 験形態学 実験 1 II 
細胞組織分化 学 実験 1 II 
公害科学 実 験 1 II 
放 射線 生 物学 実験 1 II 
日十 7 1単 位 E十 1 2単 位
� 、 E十 84 単 位
第16 8号
自由選 択 科 目
1 単 ｛立






「｜環 境 生 物 学｜ I 4 I」 を 「｜環境生物学特論｜
「｜環境生物学特論｜ I 4 I」 の次に 「｜生 態 学 特 論｜
「｜系 統 学 特 論｜ I 4 I」 の次に 「｜分 類 学 特 論｜
「｜生 物化学特 論｜ I 2 I」 を向lj I） 、
「｜代 謝 調 節 学｜ I 2 I」 を 「｜代 謝 生 理 学｜
附 則
第168号
4 I」 に改め 、
4 I」 を加え 、
2 I」 を加え 、
2 I」 に改め る。
1 この規則は， 昭和51 年1 0月 1 日から施行する。 ただし， 別表 （2 ）の改正については， 昭和52年4月 1 日か
ら施行する。







第1条 富山大学 （以下「本学jとし寸。 ）に， 液体窒素及び液体ヘリウムの製造並びに その配分を円滑にして







2 室長は， 本学教授， 助教授又は講師のうちから第4 条の運営委員会が推せんし， 学長が命ずる。
3 室長の任期は， 2 年とする。 ただし， 再任を妨げない。
4 室長は， 液化室の監督指導に当たる。
5 職員は， 液化室の業務に従事 する。
（運営委員会）




第5条 液化室の事務は， 当分の問， 経理部主計課において行う。
附 貝IJ
1 この規則は， 昭和5 1 年 7月27日から施行する。
2 富山大学液体窒素製造装置室規則 （昭和44年10月20 日制定， 以下「旧規則」とL寸。 ）は廃止する。









昭和51年6月・7月号 学 報 第168号








第3条 委員会＇i， 次に掲げる委員を もって組織する。
(1）室長
(2 ) 各学部及び教養部の教官各 2 名
(3) 附置研究所の教官1 名
(4 ）事務局長
2 前項第 2 号及び第3号の委員は， 各学部長， 教養部長又は附置研究所の長の推せんに基づき， 学長が命ずる。
3 前項の委員の任期は， Z年とする。 ただし， 補欠の委員の任期は， 前任者の残任期間とし， いずれも再任を
妨げない。
（委員長）
第4条 委員会に委員長を置き， 委員長は， 委員の互選とする。
2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。ただし， 委員長に事故あるときは， 委員長の指名した委員が
その職務を 代行する。
（議 事）
第5条 委員会は， 委員の2 分のl以上の出席により成立し， 議事は， 出席委員の過半数を もって決する。 fこだ
し， 可否同数のときは， 議長がこれを 決する。
（専門委員 ）
第6条 専門の事項を 調査研究するため必要があるときは， 委員会に専門委員を置くことができる。




1 この規則は， 昭和51年 7 月 2 7 Bから施行する。
2 富山大学液体窒素製造装置運営委員会規則（昭和44年10月20 日制定 ， 以下「旧規則」という。〉は廃止する。
3 この規則施行の際， 現に旧規制第3条第1 項第 2 号及ぴ第3号の委員並びに第4 条第1項の委員長は， この
規則第3条第1項第 2 号及び第3号の委員並びに第4 条第l項の委員長として在任するものとする。






















昭和51年6 月・7 月号 学
(2） 富山大 学文 理 学部 規則の一部 改正 につい て
( 3） 富山大 学低温液化室規則並び に 富山大 学低温液化室
運営委員会 規則の制定 につい て
報
第16 8号
(4）昭和51年度 学 内 当初予算配分方針に つい て
(5） 学 生の懲成 につい て




分 発 令年 月日 氏 名 発 令前の 所属官 職 異 動 内 ，廿宮、． 発 令者
採用 5 1 .  6 . 1 市川 敏 弘 助手（薬学部 ） 富山大学長
I 51 6 16 新 井 文 男 講 師（教育 学部 ） 助教授（教育 学部 ） 文 部 大臣
昇任
51 7 . 1 神 田 睦 夫 文 部技官（工 学部） 助手（工学部 ） 富山大学長
転任 5 1 .  7 . 1 τg 国 光 則 文部事務官（庶務部庶務課） 文部 朝長官（文部 省管理局教育施設部 勢鳴）文部 大臣
併任 51. 6 . 30 吉 田 光 則 文部事務官（庶務部庶務課） 文 部 省管理局 教育方自設部 契約課併任解除 文 部 大臣
事
代理務 51 . 7 . 7 植 村 元 覚 教授（ 経済 学部）
休 職 51. 7 . 1 国 屋世 ー 文部技官（薬学部自動車運転手）
辞 職 51 7 . 16 伊 東 与三次 教育学部庶務 係長
学 内 諸 報
和漢薬研究所長の改選
大浦彦吉 所長の任期が昭和51年7 月31 日 に満了する こと
に伴い，和漢薬 研究 所教授会は 6 月2 9日 に次期 所長候補者
の選挙を 実施し ， 難波恒雄教授を選出した。
難波教J受は ，昭和 2 9年 3月大阪大学を卒業し ，引き続き
同大学大学院 薬学 研究科に進み， 阿部年4月大阪大学助手 ，
同45年 2 月同大学講師を総 て，何年3月富山大学教授とな
り 今 日 に至っ て いる 。
この間「漢薬附子・烏頭煩の 生薬学的 研究」で 学f立を取
得 ，以来和漢薬を主とした 生薬類の基源 ， 品質， 成分など
の研究 に従事し ， 東南アジア ，ネパール， アフリカなど 10
附属図書館工学部 分館長事務 代理 免 文部 大臣
休 職（期間5 1.7 .1～51 .12.21) 富山大学長
砕職 富山大学長
教か国 にわたり比較民族薬 物の研究 及 び薬用植物並び に市
場生薬の調査を行っ て いる 。




る 7 月2 1 日 に初代校長候補者の選挙が行われた結果 ， 頭川
徹治 教授が選出された。
踊川教授は ，昭和 10年3月 日 本体育会体操学校高等科を
卒業後兵役，同20年6 月高岡工業専門 学校助教授 ， 同26年
3月富山大 学助教授 ，阿40年7 月同大 学教授 となり現疫 に
至っ ている 。
専門は体育 実技 ， 富山県出身
海外渡航者
氏 名｜ 所 属｜官 職｜ 渡航の種類 渡 航 先国 目 自句 期 間
佐藤 清雄｜教養部｜教 授｜海外 研修旅行 アメリ カ 合衆国 国 際応用磁気会議で 学術 講演の
I si .6i 4 
51. 7 .  3 ！ため
- 5 一
昭和 51年 6月 ・ 7月号
学
報 第1 6 8号
西ドイツ，スイス，オー
長谷 純一｜薬学 部｜教 授｜外国出張｜ ストラリア，フランス， にヨーロ に i


















び 51. 6. 3 0 






竹内豊三郎｜文 理学 部｜教 授｜外 国 出張｜ イツ，ポル イ
トガル
ランダ，スペン 席






51 . 7. 8 
ベ ヤアメリ に I 他 51. 8. 2 







生化学 会議 に各お い学て
5 1. 7. 9 究 び ヨー ロッパ大 I で の 流のため 5 1. 7. 3 0 
塚野 州ー｜教育学 部 ｜助教授 ｜第2 1 回国 航哩学会議 出席のため 5 1. 7. 16 海外研修旅行 フランス 51 .  7. 2 7  
教育学 部
中山 法遂｜ 教 諭 海外研修旅行 メキシコ メキ シ コ 文化遺績の 実地研究と
51 . 7. 1 9  





清隆｜教育学 部｜助教授｜海外研修旅行｜トリア， ハン リフラー，チェコスロノ〈キア， ンス
J、ンガリ I 
地n













地 理学 会 に 出 1 51
. 7. 2 7  






（男子） 優 勝 古川 和 男（工学部）
次 勝 飛弾知巳郎（図書館）
第3 位 能手 哲治（工学 部）
第 4位 松井 博文（庶務部）
第5 位 柴田 利治（工学 部）
第 6位 東 敏 （ II ) 





次 勝 高尾 貢（庶務部）
7月 6B （火）～ 7月23 日（金）
五福グランド，工学 部グランド


















助 手 長谷川 淳
教養部
教 授 河野 昭一
助 教 授 鴨野 幸雄
議 師 中村 哲夫
II 田中 節男
和漢薬研究所




主 要 日 誌
｜本 部｜








7 日 国立大学学生部次長協議会（於 千葉大学）



























4 日 北陸三大学体育大会（於 福井大学）
5 日 富山大学社会教育主事講習開講式
6～23日 昭和51年度部局対抗野球大会




15日 第 2 回事務協議会
26日 第1回富山大学廃水処理室運営委員会





























































































































































8 日 第 3回教授会
X線間接娠影
9 日 研究科委員会（於 薬学部）
10日 共通機器工a作室小委員会（於 薬学部）






25日 昭和51年度科学研究費補助金（一般研究 A) 
交付申請打合せ会
走査型電顕機種選定委員会
















1 3日 第6 回教授会
30日 第7回教授会
｜附属図書館｜
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富山市五福3 1 9 0 
印刷所 第一共同印刷株式会社
富山市太郎丸1220- 1 
電話＠0196�内
